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（別紙様式２）
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　申請者らは、急性期脳卒中治療を研究する「J-ASPECT study」が2010年より4年に1回実施して
いる脳卒中の救急医療体制の現状を把握するための施設調査アンケートデータを用い、「包括的
脳卒中センター(comprehensive stroke center : CSC)の要件に関するスコアであるCSC score
が、経年的に改善するのか、その推移に地域格差があるのか、どのような病院関連因子がCSC
scoreの改善に関与しているか、について明らかにするため解析検討を行った。2010年、2014年、
2018年と連続回答した323病院においてCSC scoreは経時的に改善傾向にあり、特にスコアの改善
が顕著であったのは、血管内治療実施体制の充実や多職種ケアであった。また、ベースラインの
CSC scoreが低いこと、病床数が500床以上の病床数であること、脳卒中専門医師数がCSC scoreの
改善に関与していることを見出した。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文
についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ
り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが、概ね適切な
回答を得た。なお本論文は共著者多数であるが、予備調査の結果、申請者が主導的役割を果たし
ていることを確認した。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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